
国立中正紀念堂

國立中正紀念堂

中華民国を象徴する空間から
台湾民主化の舞台へ
国立中正紀念堂の「中正」とは、蔣介石(1887-1975)の別
称です。蔣介石は、中華民国初代総統・中国国民党総裁で
すが、国共内戦の中で、1949年に、中国国民党を率いて
台湾に渡り、台北を中華民国の臨時首都としました。国立
中正紀念堂は蔣介石を記念するもので、死去5年後の1980
年に落成しました。「自由広場」と記されたメインゲートを入
ると、広場の左右に音楽庁と戯劇院、さらに民主大道を奥
へと歩いていくと、青と白のメモリアルホールがあります。メ
モリアルホールに鎮座して中国の方向を見つめる蔣介石の
ブロンズ像を、衛兵が直立不動で見守っています。台北の
中心部に壮大なスケールで建設された国立中正紀念堂の
敷地総面積は25万㎡、東京ディズニーランドの約半分の広
さです。

メモリアルホールの青と白は中華民国の国
旗「青天白日満地紅旗」の紋章の色、北京
の故宮のような外観の戯劇院の黄色は中国
の皇帝の色を表しています。圓山大飯店と
同じく楊卓成の設計による国立中正紀念堂
は、伝統的中国宮殿式で、蔣介石を記念す
ると同時に中華民国を象徴する空間でもあ
り、あらゆるところに「中華」モチーフが取り
入れられています。本館1階にある「蔣中正
総統文物展視室」では蔣介石の遺品なども
見学できます。

建築に表された「中華」？

2.
この地は、清代にも日本統治期にも軍用地
で、戦後も中華民国の陸軍総司令部などが
置かれていました。1970年代初め、軍事施
設の郊外移転に伴い、世界貿易センター、
ホテル、オフィスビル、商業施設などを建設
し副都心化する計画が持ち上がりました。し
かし、蔣介石の死去により、国立中正紀念
堂の建設地に選ばれます。もともとの案で
あった副都心化計画は、現在、台北101が
そびえ立つ信義区で実現されました。

台北の一等地になぜ広大な地が？

1.
当初のメインゲートには「大中至正」と記され
ていました。「大中至正」は、蔣介石が一部
を自らの名としたお気に入りの座右の銘で
す。しかし、1980年代以降の民主化運動や
台湾人アイデンティティの高まりによって、か
つて「神格化」された蔣介石への再評価が
行われ、2007年に「自由広場」へと表記が
改められました。国立中正紀念堂の広場も、
1990年の野百合学生運動を始め、長年に
わたり民主化運動の舞台となってきました。
蔣介石は民主化を求める台湾の人々を、ど
んな気持ちで見ていたのでしょうか。

「大中至正」から「自由広場」へ？

3.
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SNET台湾   みんなの台湾修学旅行ナビ
https://taiwan-shugakuryoko.jp/spot_north/464/
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